
　皿
さ ら い け

池湿原は、テクノパークにある 10 の湿原からな
る湿原群。平成 29 年から市が中心となり、「兵庫県
立人と自然の博物館」などの専門機関、市民や事業者
などからなるボランティア「皿池湿原の守

も

り人
び と

( 通称：
守り人 )」とともに保全活動に取り組んでいます。
　かつては、テクノパークの開発予定地内に位置して
いましたが、専門家らの調査により、生物多様性を維
持するうえで重要であることが判明し、市は風

ふ う ち

致公園
として保全することを決定しました。現在は、兵庫県
および三田市の天然記念物に指定されており、普段は
環境保全のため、立ち入りを制限していますが、年 2
回の見学会や大学生のフィールドワークの場として活
用しています。
　そんな皿池湿原が令和 7 年度、公益財団法人日本自
然保護協会が主催する「日本自然保護大賞 2025( 保
護実践部門 )」を受賞しました。

　今回の特集は、受賞へ導いた関係者や皿池湿原に生
息する動植物などを紹介します。

問い合わせ＝里 山 保 全 課 ( 559-5226 FAX 556-
8153 )

動植物570種生息、うち希少種74種

兵庫県内 屈指の生物多様性

皿池湿原 国内最高峰
特集② 「日本自然保護大賞 2025」受賞

★

皿池湿原

三田市

INTERVIEW
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活
動
を
初
め
て
６
年
、私
に
と
っ

て
皿
池
湿
原
は
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

で
す
。
行
政
や
専
門
家
と
連
携
し

た
「
生
き
物
優
先
」
の
保
全
活
動

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
過
酷
な
土
木
作
業

な
ど
苦
労
が
９
割
で
す
が
、
希

少
な
動
植
物
が
、
整
備
し
た
場

所
に
姿
を
現
し
た
と
き
の
感

動
な
ど
、
た
っ
た
１
割
の
喜

び
で
今
ま
で
の
苦
労
が
帳
消

し
に
な
り
、
季
節
の
変
化
や

発
見
が
継
続
の
原
動
力
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
多
様
な
主
体

が
連
携
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
知
識
を
継
承
し
、
三
田

の
誇
り
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
こ
と
を

目
標
に
活
動
を
続
け
ま
す
。

　守り人は平成 29 年に発足し、活動開始か
ら９年が経過。受賞の裏には、守り人による
不断の手入れがありました。守り人に加入し
ているベテラン・学生・事業者に、活動への
想いを聞きました。

66

動植物の保全
・調査

常緑樹の伐採 見学会や環境学習
のサポート

「守り人」の主な活動内容

吉吉よ

し

だ

よ

し

だ田田  

滋滋し
げ
ひ
ろ

し
げ
ひ
ろ弘弘  

さ
ん
さ
ん

「守
も

り人
び と

」が守る
多様な生態系

① MAIN CHARACTER

神
戸
大
学
大
学
院

神
戸
大
学
大
学
院

岡岡お

か

だ

お

か

だ田田  

悠悠ゆ

う

が

ゆ

う

が雅雅  

さ
ん
さ
ん

活
動
歴
６
年
の
守
り
人

活
動
歴
６
年
の
守
り
人

▲エコアク
ション 21

動植物の
調

査

広報さんだ　2026.4

　
大
学
の
先
生
か
ら
の
紹
介
で
活

動
に
参
加
。
や
る
気
に
満
ち
溢
れ

草
刈
り
を
さ
れ
て
い
る
守
り
人
の

姿
に
「
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る

人
が
い
る
ん
だ
」
と
感
銘
を
受
け

加
入
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
活
動
の
主
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
守
り
人
の
皆
さ
ん
と
会
う
こ

と
。
若
い
私
に
も
仲
間
と
し
て

対
等
に
接
し
て
く
れ
、
木
の
切

り
方
や
生
物
の
生
息
地
な
ど
多

く
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、「
こ
の
場
所

に
は
こ
ん
な
生
き
物
が
い
る
」
な

ど
、
ベ
テ
ラ
ン
守
り
人
が
長
年
蓄

え
た
知
識
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
こ
と
。
知
識
を
共
有
で
き
れ
ば
、

活
動
の
幅
が
さ
ら
に
広
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　里山林の整備

新
日
本
カ
レ
ン
ダ
ー

新
日
本
カ
レ
ン
ダ
ー

株
式
会
社

株
式
会
社

藤藤ふ
じ
わ
ら

ふ
じ
わ
ら原原  

航航わ
た
る

わ
た
る  

さ
ん
さ
ん

　

三
田
工
場
が
皿
池

湿
原
か
ら
近
く
、
活

動
に
は
有
志
５
人
〜

８
人
が
継
続
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
三
田
工
場
は
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

の
認
証
を
取
得
し
て
お
り
、
活
動

で
得
た
環
境
意
識
を
日
々
の
製
造

現
場
に
も
反
映
。
植
物
油
イ
ン
ク

の
採
用
や
廃
棄
物
の
徹
底
分
別
な

ど
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
を
通
じ
た

環
境
負
荷
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

受
賞
を
聞
い
た
と
き
は
「
県
内

だ
け
じ
ゃ
な
く
全
国
レ
ベ
ル
で
認

め
ら
れ
て
い
る
活
動
の
メ
ン
バ
ー

の
一
員
な
ん
だ
」
と
大
き
な
誇
り

を
感
じ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
守
り
人
の
皆
さ
ん
へ
贈
っ

て
い
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
卓
上
カ
レ
ン

ダ
ー
」
も
、
今
年
は
受
賞
を
記
念
し

た
特
別
仕
様
に
し
、
保
全
活
動
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

オ リ ジ ナ ル
卓 上 カ レ ン
ダー

※非売品
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公
益
財
団
法
人
日
本
自
然
保
護

協
会
が
、
自
然
や
生
き
物
を
保
全

す
る
活
動
を
表
彰
し
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
広
め
る
取
り
組
み
で

す
。

　

地
域
性
、
継
続
性
、
先
進
性
、

協
働
性
の
４
つ
の
観
点
か
ら
活
動

を
評
価
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
や
自
然
と
と
も
に
生
き
る
未
来

を
目
指
し
、
日
本
の
自
然
保
護
を

推
進
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

日
本
自
然
保
護
大
賞
と
は

5 月〜 7 月に淡いピンク色の
花を咲かせるラン科の多年草
です。日本では北海道から九
州の湿原に自生し、花が鳥の
トキの羽の色に似ていること
から名付けられました。環境
省のレッドリストで準絶滅危
惧に指定されています。

葉の腺毛から粘液を出し、小
昆虫を捕らえて栄養にする食
虫植物の多年草です。日当た
りの良い湿地に自生し、名前
にコケとありますが、コケで
はなく種子植物です。

モウセンゴケ

トキソウ

体長 15mm ～ 20mm 程度で
1 円玉に乗るほどの、日本最
小・世界最小級のトンボです。

実

物大！

体長約 2cm の暗褐色で平た
い、小型の水生カメムシ。呼
吸管が短く、浅い湧水地や湿
地の泥・落ち葉の間に潜みま
す。飛翔能力はなく移動能力
が低いため、分布域が非常に
狭く、環境悪化により各地で
絶滅が危惧されています。 

実

物大！

ヒメタイコウチ

ハッチョウトンボ

皿池湿原 に生息する動植物
皿池湿原は兵庫県・三田市指定の天然記念物で、570 種もの動植物が息づき、うち 74 種が希
少種という、県内屈指の生物多様性が保たれています。湿原を彩る動植物を一部紹介します。

なぜ評価
されたのか

② REASON

日本各地の湿地に自生するラ
ン科の多年草で、7 月～ 8 月
頃に鳥の白

し ら さ ぎ

鷺が羽を広げたよ
うな純白の花を咲かせます。
環境省のレッドリストで準絶
滅危惧に指定されています。

体長約７cm ～ 12cm、夜行
性で落ち葉の下などに潜み、
冬～春に水田の溝や湿地にコ
イル状の卵

ら ん の う

嚢 ( 下写真 ) を産
むのが特徴。環境省のレッド
リストで絶滅危
惧 Ⅱ 類 に 指 定
されています。

セトウチサンショウウオ

サギソウ

皿池湿原の保全活動推進体制

守り人
( 個人・事業者 )

三田市

地元住民

専門機関

皿池湿原の
保全・活用

９年間の活動成果

動植物 43 種増↑
希少種　9 種増↑

12 月 19 日に行われた授賞式

専門機関やボランティアなどと連携した保全活動を推
進し、環境学習や研究の場として活用しながら貴重な
生態系を次世代へ繋ぐ取り組みが高く評価されました。
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活
動
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
「
安
全
」
と
「
楽
し

さ
」
の
両
立
で
す
。
責
任
や
成

果
だ
け
を
求
め
ら
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
継
続
は
難

し
く
、
楽
し
さ
が
あ
る
か
ら
人

が
集
い
、
活
動
は
続
き
ま
す
。 

　

最
近
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
守
り
人

が
新
人
に
技
術
を
教
え
る
光
景
が

日
常
と
な
り
、
と
も
に
成
長
す
る

文
化
が
根
付
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
こ
う
し
た
私

た
ち
の
歩
み
が
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
証
で
あ
る

と
同
時
に
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ

る
緊
張
感
も
あ
り
ま
す
。

　
皿
池
湿
原
の
状
況
を
定
期
的
に

確
認
し
、
活
動
へ
の
助
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
放
置
さ
れ
森
林
化
し
て

い
た
湿
原
は
、
守
り
人
さ
ん
の
手
入

れ
の
お
か
げ
で
光
が
入
り
、
動
植

物
が
格
段
に
増
え
、
蘇
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
野
生
動
物
に
よ
る
食

害
な
ど
が
課
題
。
皿
池
湿
原
に
い

る
生
物
の
多
く
が
絶
滅
危
惧
種
や

珍
し
い
生
き
物
な
の
で
、
保
全
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
田
市
が
誇
る
こ
の
自
然
を
市

民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
ち

へ
の
誇
り
を
育
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

行政だけで保全活動を効率
的・効果的に行うことには限
界があります。そこで、専門
的な知識を有している、ひょ
うご環境創造協会や人と自然
の博物館などと連携して保全
の計画をたて、守り人や地元
住民の皆さんとともに保全活
動を行っています。

ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造
協
会

ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造
協
会

日日ひ

の

ひ

の野野  

敦敦あ
つ
ろ
う

あ
つ
ろ
う郎郎  

さ
ん
さ
ん

人
と
自
然
の
博
物
館

人
と
自
然
の
博
物
館

石石い

し

だ

い

し

だ田田  

弘弘ひ
ろ
あ
き

ひ
ろ
あ
き明明  

さ
ん
さ
ん

皿池湿原・
守り人を導く

③ GUIDE

INTERVIEW



ハッチョウトンボと
トキソウの観察会

普段非開放の皿池湿原の希少な動植物と触れ合う
観察会です。受賞を記念し
て今年は 2 日間開催！

１ 部： ９ 時 ～
11 時、２部：12 時 45 分～
14 時 45 分

JR 相野駅前 ( 皿
池湿原まで往復５km ほど歩
きます )

各 30 人 ( 多数の場合抽選。小学生以
下は保護者同伴 ) 

５月 22 日までに、電話
またはオンラインフォーム

集合場所

申し込み

時　間

定　員

6/19 ㊎
6/20 ㊏

皿池湿原 守り人
養成講座(全２回)

皿池湿原の希少な動植物を守るボランティアの養
成講座です。

１ 日 目： ９ 時
～ 12 時、２日目：９時 15
分～ 12 時

JR 相 野 駅 前
( 皿池湿原まで往復５km ほ
ど歩きます )

20 人 ( 多数の場合抽選。小学生以下
は保護者同伴 )

6 月 4 日までに、電話ま
たはオンラインフォーム

集合場所

申し込み

時　間

定　員

6/27 ㊏
7/11 ㊏

緑の少年団員に
なろう

皿池湿原などでの環境学習
や自然観察、自然とのふれ
あい体験など、生物多様性
の学習活動を行います。

市内在学の小学生
毎年、４月～翌年２月までの約１年間

( 月１回程度、主に土・日曜に活動 )
700 円 ( 行事内容により別途参加費が

必要な場合あり )
電 話 ま た は オ ン ラ イ ン

フォーム

活動期間

対　象

年 会 費

申し込み

随時

限られたタイミングで
しか入ることができな
い皿池湿原に足を踏み
入れてみませんか。

「見る」から
「関わる」へ
④ RELATIONSHIP

問い合わせ＝里山保全課
( 559-5226 FAX 556-8153 )

三田の宝を、
未来へ

⑤ Connecting Futures
里
山
保
全
課

里
山
保
全
課

三三み

た

に

み

た

に谷谷  

豊豊ゆ
た
か

ゆ
た
か

　

今
回
の
特
集
で
初
め
て
「
皿

池
湿
原
」
を
知
っ
た
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
日
本
自

然
保
護
大
賞
の
受
賞
は
三

田
市
の
大
き
な
誇
り
で
す
。 

　

約
９
年
間
活
動
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
「
皿
池
湿
原
の
守
り
人
」
の

皆
様
、
専
門
的
な
知
見
で
ご
指

導
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の
皆

様
、
そ
し
て
周
辺
環
境
の
維

持
に
協
力
的
な
地
域
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
今
後

も
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら

保
全
活
動
を
推
進
し
、
こ
の
す
ば

ら
し
い
「
宝
」
を
次
世
代
の
こ
ど

も
た
ち
へ
繋
い
で
い
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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